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      ｔｖｋ開局５０周年を迎えるにあたって 

(株)テレビ神奈川 

代表取締役社長 熊谷 典和 

 

２０２２年４月１日に私たちのｔｖｋは開局５０周年を迎えることができました。 

まずは社内で働いていただいている皆さん、そしてｔｖｋコミュニケーションズ、ケイズア

ドバンストデータをはじめとした関連会社の皆さんやｔｖｋを日頃サポートいただいてい

るすべての皆さんに感謝申し上げます。また、これまで５０年の歴史を築き上げていただい

た諸先輩の皆様、そして社外関係各所の皆様に深く御礼を申し上げます。 

私は１９９４年にｔｖｋ、当時のＴＶＫテレビに入社しました。中学校・高校・大学時代

と大好きな音楽を聴きながら過ごしてきたわけですが、洋楽好きになるきっかけと情報源

の一つが、中村真理さんの『billboard Top 40』でした。当時話題の洋楽プロモーションビ

デオをフルバージョンで見られることはもちろん、真理さんのゴシップネタを含めた情報

は常に放送翌日のクラスでの話題になっていました。 

高校野球シーズンには野球部員は試合がｔｖｋで放送されるかもということを話題にし

ていましたし、一方で活躍をしているのに放送されることがほぼない部活部員はそんな野

球部を羨ましがったりもしていました。また神奈川県民として TVK テレビから流れる県内

ニュースや地域情報は、キー局より遥かにディープで充実しているものであり、『おしゃべ

りトマト』を視聴して中華街や元町に家族で足を運ぶこともありました。 

私にとっても、当時の野球部の友人にとっても、TVＫテレビは何かのきっかけになって

くれていました。そしてそれが私のｔｖｋへの志望動機の一つでもあり、結果入社につなが

ることにもなりました。 

年始の挨拶でも申し上げた通り、開局５０周年の節目にあたり新中期経営計画を策定し、 

ｔｖｋのパーパス（存在意義）を『お役に立つテレビ局』『なくてはならないテレビ局』と

して改めて位置づけました。まさに学生時代の私にとって TVK テレビは『お役に立つテレ

ビ局』『なくてはならないテレビ局』だったわけです。 

話は変わり、テレビ業界ということを考えていくとコロナ禍による外出自粛やソーシャ

ルメディアのコンプライアンス問題などで多少テレビの信頼性が戻ってきているものの、

若者をはじめとしたテレビ離れは、さらに進んでいます。ただそれは若者が、コンテンツに

接触する方法が変化してきたということだと思っています。つまり私たちの制作するコン

テンツが YouTube をはじめとしたソーシャルメディアを利用すれば、全国、全世界に配信

することも容易になっているということでもあり、誤解を恐れずに申し上げれば、今や私た

ちが制作するコンテンツをテレビのみで見せるという発想をなくした方がよいのではない

かということです。良質なコンテンツは、イベントへのスピンオフはもちろん、グッズ展開



へと広がるのはご承知の通りですが、大切なのはテレビだけではなく、番組もイベントもソ

ーシャルメディアの力をもって、自社のコンテンツを容易に広めることが可能であるとい

うことを私たちが今一度強く認識することです。その意味で私たちは５０周年を機にさら

に良質なコンテンツを制作し続けなくてはなりません。そして日々変化していくソーシャ

ルメディアの環境に順応し、共存しなくてはなりません。それがｔｖｋの媒体力アップにも

繋がっていくのです。 

皆さんの頑張りもあってｔｖｋの YouTube チャンネル登録者数は１５万人目前（３月中

旬現在）で民放１２７社のうちでは８位、そして Twitter フォロワー数は７位という状況で

健闘してくれています。ローカル局として『皆様にお役に立つ情報』や『良質なコンテンツ』

を作る、そして広く発信する意識を持ち続ければ、さらなる放送事業の飛躍の可能性につな

がると思っています。さらに私たちは、先輩たちが残してくれた住宅展示事業の発展拡大に

よって、ｔｖｋ ecom park という大きな財産を所有することができています。２０１６年

に古河電工より２万２０００坪の用地取得をしたことは、ｔｖｋの収益構造が大きく変わ

ったことからもわかるように大変重要な転換期であったことを忘れてはいけません。これ

ら住宅展示事業をはじめとし、横浜イングリッシュガーデン、コンビニエンスストアそして

１Ｆのヨコハマ NEWS ハーバーはすべて、『まちづくり』という観点からも『お役に立つテ

レビ局』『なくてはならないテレビ局』の大きな一翼を担う事業です。そして、今後この財

産を大きく発展させていくことが私たちの使命であると考えています。その他にも、これら

各事業を支えてくれているｔｖｋコミュニケーションズ、そしてケイズアドバンストデー

タという『ｔｖｋにとってなくてはならないグループ会社』の存在もあります。 

先輩方や関係各所の皆様に残していただいた、ｔｖｋを支えてくれている数々の事業、財

産を、５０周年を迎えるこの年に一層発展させ、さらにｔｖｋが『お役に立つテレビ局』『な

くてはならないテレビ局』を目指す一年にしなくてはなりません。そのためには社内で働い

ていただいている皆さんの個々の力がさらに重要になってきます。私が常日頃から申し上

げている『コミュニケーション力』『提案力』『プロデュース力』を個々に常に磨く努力をし

ていただき、ｔｖｋそしてｔｖｋグループを一層発展させる、そしてこれまでお世話になっ

た皆様に開局５０周年のコンセプト『感謝のカタチ』をお示しできる一年にしていきましょ

う。 

開局５０周年にあたっては、会社の数年後を担う副部長を中心としたプロジェクトチー

ムメンバーにまとめていただいたコンテンツや取組みの展開が多数予定されています。こ

の皆さんの取組みが、『お役に立つテレビ局』『なくてはならないテレビ局』への大きな前進

になることはもちろんのこと、次の５０年のスタートラインに立ったｔｖｋにとって何か

のきっかけが生まれることを大きく期待して、開局５０周年を迎えるにあたってのご挨拶

とさせていただきます。 

お世話になった皆様に『感謝のカタチ』をしっかりとお伝えできる素晴らしい５０周年イ

ヤーになるよう、ｔｖｋグループ全社で頑張りましょう。 


